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し，レーダーエコーでも環状エコーが観測されるなどの

観測事実とも，かなりよく合致する．これらの状況は第

5図から推測できる．

　なお，指数分布式を用いた際は，傾度風速や相対うず

度とも，その最大値が，やや大きく表示された．
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